
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 外を歩くと華やかなイルミネーションに、足を止めてしまいますね。 

と同時に、今年もあとわずかだと思うと、何かに背中を押されているような気持ちにもなります。 さて、今年最

後の運試しとして、年末ジャンボ宝くじを買った方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 一等の当選金額は７

億円、前後賞が１億５千万円なので、連番で当選すると１０億円です。 まさに大きな夢ですが、「もし高額当選

したら何に使おうか」というのは、誰もが一度は考えたことがあると思います。 インターネットや雑誌などのア

ンケートでは、貯金、土地や家屋の購入、ローンの返済などが上位にランクイン。 真剣に考えると、やはり現実

的な使い道にたどり着くのかもしれません。 少数派では、世界一周旅行や趣味、ペットのために使うなどの回答

も。 中には、友達や親せきにプレゼントという太っ腹な回答もありました。 そんな宝くじを購入するときは、

縁起にこだわる方も多いようですね。 最近、入籍日などでも人気なのが、一粒の籾が万倍となって稲穂になると

いう意味の「一
いち
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りゅう

万
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び

」。 今年は１２月８日と１２月１９日が大安かつ一粒万倍日のため、宝くじ購入に適し

た日といわれています。 さらに、購入した宝くじの保管の仕方もさまざまですよね。 神棚や仏壇、たんすの中

のほか、観葉植物など自然の物の近くが運気がいいという考え方もあるそうです。 また、「宝くじ入れ」という

専用のケースもあり、金運アップのカラーである黄色や金色で、招き猫や七福神など縁起のいい柄付きの物が定番

です。 100 円ショップや通販などで手に入りますが、お守りなどと同じように、授与品として神社やお寺に参

拝して授与してもらう本格的な物もあるようです。 年末ジャンボ宝くじの当選確率は 2000 万分の１といわれ、

当選するのはごく稀なこと。 ただ、購入日や売り場を吟味したり、発表の瞬間までドキドキする気持ちを含めて、

楽しむことが醍醐味なのかもしれませんね。 それでは、今年も一年あっという間でしたが、来年も皆さんと共に

健康で過ごせることを願っております。 どうぞ良いお年をお迎えください。     ふれディア通信編集部 


